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創価大学教職大学院連絡会総会報告
〔日時〕
平成２５年７月２８日（日）１３時３０分～１６時２０分
〔会場〕
創価大学大教室棟 S２０１教室・教育学部棟可動式教室
〔内容〕
■総会 修了生報告
神野孝一（創価大学教職大学院第１期 昭島市立拝島第一小学校）
■分科会報告
Ⅰ 小和田幸子（創価大学教職大学院第１期 八王子市立宮上小学校）
Ⅱ 佐生秀之（創価大学教職育大学院第４期 八王子市立弐分方小学校）
Ⅲ 鳴海悦子（創価大学教職育大学院第６期 東京創価小学校）
総会 修了生報告
主体的に未来を築く児童の育成
―道徳と特別活動に焦点をあてて―
創価大学教職大学院第１期 昭島市立拝島第一小学校
神 野 孝 一
１．はじめに
創価大学教職大学院を修了し，現在の職場に配属されてから早いもので３年目を迎
えています。職場では６年１組の担任，また学年主任として日々の職務に励んでいま
すが，教員の大量退職・大量採用時代を迎えた今，新規採用から２～３年目といった
若手教師であっても“即戦力”としての力量が求められるのが学校現場の実際だと感
じています。
千葉大学教育学部教授の藤川大祐氏はこのような現状に対して「ベテランが退職し
若手教員が大量に入れ替わるこのタイミングは，教師の財産伝承の危機であるが，新
しい学校文化をつくるチャンスでもあるととらえたい」と，教育現場の今を新たな転
換期として捉えていくことに新たな希望があることを述べています。そのような中に
あって，新しい学校づくりの有力な一員となり得ることが期待される教職大学院生と
しての使命の深さを日々実感しています。今回の修了生報告では，私が今子ども達を
前にして考えていること，またその考えを基に実践してきたことについていくつかお
話しさせて頂きます。
２．教育の不易と流行―流行についての考察―
（１）子供達の生きる十数年後の未来を予想する
教育における不易と流行の“流行”について特に問題意識をもつようになったの
は，あるベテランの先生の「孫が大人になった時，幸せな生活を送って欲しい」とい
う何気ない一言がきっかけでした。このふとした一言が，子供たちが大人になった時
の社会に目を向けさせるきっかけとなったのです。言うまでもないことですが，我々
教師にとって今の子ども達が主体となって生きていくこれから先の未来に目を向ける
ことはとても大切なことです。そして，私はその未来・社会を今の子ども達が強く生
きぬいていくために，必要な資質や能力を身に付けさせるにはどうすればいいのかと
考えるようになりました。
では，子供達が大人になる十数年後の未来，“流行”とは一体どのようなものなの
でしょうか。
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そのことを考えるにあたって私が非常に啓発を受けた書籍「ワーク・シフト」の著
者であるイギリスの経済学者リンダ・グラットンの主張をいくつか紹介したいと思い
ます。例えば，リンダ・グラットンは十数年後，そう遠くない未来には世界中５０億も
の人々がインターネットを通じて結び付くネットーワーク社会の到来を予想していま
す。この世界的な結び付きによって，仕事におけるパートナーが世界的な広がりを見
せると同時に，世界中のライバルを相手に仕事を行っていかなくてはならなくなると
指摘していますし，テクノロジーの飛躍的な進歩によりこれまで人間が行ってきた仕
事の多くがロボットによって取って代わられ，たくさんの人々が雇用を喪失するだろ
うと述べています。さらに人々の雇用の多くが失われていく反面，医学や医療の進歩
によって人々の寿命は伸びていくため，貧困に苦しむ若者や高齢者層が増加していく
と主張しているのです。
他にも様々な観点から十数年後の未来の有り様についての予測が書かれています
が，リンダ・グラットンはこの著作を通し，漫然と迎える未来には孤独と貧困が待ち
構えていると述べ，主体的に未来を築いていくことこそが非常に重要であると繰り返
し訴えているのです。
（２）主体的に未来を築いていくための要素とは
では，主体的に未来を築いてく上で必要な要素とは何なのでしょうか。リンダ・グ
ラットンは，
◇ コ・クリエーション（協創）の未来を生み出す
◇ 共感とバランスのある人生に光をあてる
◇ ゼネラリストから「連続スペシャリスト」へ
という３つの要素が重要だと述べています。さらに，それぞれの要素を身に付ける
ため，
◇ コ・クリエーション（協創）の未来を生み出す
⇒ 共同でものごとを成し遂げようとする態度の育成
◇ 共感とバランスのある人生に光をあてる
⇒ 愛情と仲間意識と社交性と共感が人間の基本的な性質となるような人格を育
てる
◇ ゼネラリストから「連続スペシャリスト」へ
⇒ 未来にどういう技能と知識が価値をもつかを見極める力を身に付けさせる
といった力や人格を育てていく必要があると主張しています。これらの訴えは非常に
多くの示唆を含んでいると感じますが，どのような取り組みがこれらの要素を育てる
ために有効であるのか。特に上述した２点に焦点をあて学校教育との関連について自
身の考えを述べていきたいと思います。
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３．主体的に未来を築く児童の育成―道徳と特別活動に焦点をあてて―
（１）２つの要素と学校教育との関連
初めに，コ・クリエーション（協創）の未来を生み出すために必要なことは，“共
同でものごとを成し遂げようとする態度の育成”であるということを述べましたが，
これを学校教育に照らして考えてみると「集団の一員としてよりよい生活や人間関係
を築こうとする自主的，実践的な態度を育てる」ことを目的とする特別活動との関連
が指摘できるのではないかと考えます。さらに共感とバランスのある人生に光をあて
るという要素を育てるため，“愛情と仲間意識と社交性と共感が人間の基本的な性質
となるような人格を育てる”ことが必要であるということについて，これは「豊かな
心をはぐくみ，人間としての生き方の自覚を促し，道徳性を育成することをねらいと
する教育活動」，加えて「社会の変化に主体的に対応して生きていくことができる人
間を育成する」ということを目的とする道徳教育との関連性が強いと言えるのではな
いでしょうか。
つまり，特別活動と道徳教育にスポットを当て，この２つの教育活動の特性を結び
付けていく中で，児童が主体的に未来を築いてくための力の素地を養うことができる
のではないかと考えるようになったのです。
これらの点について，議論の余地はまだまだあると感じていますが，ここからは以
上のような考察を基礎として私がこれまで取り組んできた実践について紹介したいと
思います。
（２）拝島第一小学校の校内研究について
始めに私が所属する拝島第一小学校の校内研究について簡単に紹介します。その理
由は本校の研究が主に特別活動における学級活動をメインステージとして取り組んだ
研究であったからです。本校はこれまで研究テーマを「自ら思いや考えを表現し合
い，互いに高め合うことができる子」として校内研究を行ってきました。本校ではこ
のテーマを追究し目指す児童像に迫るためにまず話し合い活動における構造の分析・
研究を行いました。そして話し合い活動には４つのかべがあるのではないかという仮
説を立てるに至りました。４つのかべとはつまり，
１ 自分の考えをもてるか
２ 自己表現できるか
３ 話合いができるか
４ まとめることができるか
というものでしたが，これは一橋大学大学院教授の野中郁次郎氏らが示した「個人の
知識を組織的に共有し，より高次の知識を生み出すプロセスモデル」として知られる
SECIモデルと本校の教員の経験知をもとに話し合いを重ね分類・整理したもので
す。
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上述のように話し合い活動を４つのかべに分類・整理することで課題を明確にし，
それぞれの課題に応じた指導の工夫や手立てを講じることができるよう研究を重ねて
行きました。
（３）特別活動―折り合いを意識した話し合いへ―
このような研究を進める中で，本学級の課題として見えてきたのが，かべ３にあた
る「話し合いができるか」というものでした。この課題を克服しようと本学級では思
考錯誤を重ねながら様々な取り組みを行ってきました。話し合いの前に心ほぐしの活
動を取り入れたり，事前に議題に対する自分の意見や考えをもつことのできるような
学級ファイルの活用を行ったりしたこと，また意見の可視化や操作化を可能にする板
書の工夫等といったものです。これらの工夫は全て，児童が活発に意見を出せるよう
にしたいとのねらいがありました。しかし，あるときふと話し合いが活発にできてい
るようでいて実は特定の児童数人で話し合いが進められていたり，自分の意見にこだ
わるあまり友達の意見に批判的であったり，攻撃的な態度が見られる場面と出会い，
自分は話し合い活動において話し合いの質ではなく量的な部分にばかりこだわってい
たのではないかと考えるようになりました。
このような反省を活かし現在本学級では，特に「折り合うこと」を意識した話し合
い活動ができるよう指導を重ねています。「折り合うこと」とはつまり，他者の意見
に耳を傾けながら時にはある意見に譲ったり，それぞれの意見に付け足しなどをした
りしながら合意形成を行っていくことを指します。「折り合うこと」という意識の定
着はコ・クリエーション（協創）の未来を作り出すうえでとても重要だと感じます。
なぜなら共同でものごとを成し遂げるための第一歩は他者の意見に耳を傾け，公正に
判断するということに他ならないからです。このような力を身に付けさせるために
は，自分自身さらに努力を重ね，児童と共に成長を続けていく必要があります。た
だ，話し合い活動を行う中で，この折り合うことを意識した発言が少しずつ見られる
ようにもなってきています。今後さらに指導の工夫を重ね，子ども達が協創し，共同
でものごとを成し遂げていけるような学級集団を作っていきたいと強く願っていま
す。
（４）道徳教育―自分の思いを表現し友達の思いに目を向ける―
道徳教育における実践として，自他の個性を認め合う学級風土の育成を目指して学
級開きの際には星座作りに取り組んだり，年間を通じて集団決定が行われた際の内容
やその時の思いを記録したりする大書きの活用等を行ってきました。また，先に紹介
した話し合い活動とも関連するのですが，自分の思いを表現したり，友達の思いによ
り目を向けたりすることができるようになって欲しいとの考えから，道徳の時間の授
業では特に心の円グラフを活用した授業実践に多く取り組んできました。
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心の円グラフとはピンクの円と青の円の２色で構成されたものですが，この２つの
円を重ね合わせ操作することで，登場人物の心の葛藤をピンクと青の度合いで表現す
ることが出来るというものです。この円グラフを繰り返し活用することで，なかなか
自分の思いや考えを声にしたり文字にしたりして表現することのできなかった児童が
積極的に表現しようとする姿勢が見られるようになりました。加えて，友達との意見
の比較が容易になったことで友達の意見に意欲的に耳を傾けようとする姿が見られる
ようになり，そのことから自分の意見や考えについて深めたり，自分の意見や考えを
修正しようとしたりする自己の考えを省察する力の高まりを感じるようになりまし
た。
さらに，ある授業の意見交流の中で「この円グラフでは表せないくらい複雑な気持
ちで」といった発言が見られる場面があり，２色では表すことのできない複雑な人間
の内面に着目し，具体物を用いる中で，そこからあえて脱却しようとする子どもの成
長に感動したことを覚えています。
このように心の円グラフには様々な利点があると感じていますが，現在はこの心の
円グラフをあまりに用いずに自分の意見や考えをもてるよう指導の工夫・改善に取り
組んでいます。今後も道徳教育のもつ多様な価値に継続的，発展的に触れさせていく
ことで，愛情や仲間意識，社交性といった共感とバランスのある人生に光をあてるた
めに欠くことのできない様々な感性を磨いていきたいと思っています。
４．おわりに―修了生として新しい学校づくりの有力な一員となるために―
このような報告をさせて頂きましたが，ここではとてもお話ししきれないような数
多くの失敗を繰り返す日々の中でなんとか教壇にしがみつきながら子ども達の指導に
当たっているというのが実際のところであったりします。
そんな私が大切にしてきたことは「多くの失敗や成功体験から，自分のストレング
ス（強み）を見つけ，活かしていく」ということでした。新しい学校づくりの一員，
チームの一人として精一杯自分が出来ることにこれからも挑戦していきます。
そして「よく笑う子は，よく育つ」という言葉をモットーに子ども達と共に過ごす
日々を楽しみながら更に成長していきたいと思っています。
これで修了生報告を終わります。拙い報告でしたが最後までご清聴頂き誠にありが
とうございました。
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分科会報告
分科会Ⅰ
大学院の学びの現場での活用
話題提供者：小和田 幸 子（創価大学教職大学院第１期 八王子市立宮上小学校）
記 録 者：吉 見 真 美
１期生小和田幸子さんが話題提供者となり，「大学院の学びの現場での活用」をテー
マとして分科会が行われた。まず，学年で統一しなければいけないことが多い中で大
学院の学びを生かすことが困難であるという現場の実状が報告された。その中で，組
織の中では自分のやりたいことだけをやるのではなく，その現場の先生たちの声を取
り入れ足並みをそろえて教育活動を行うことが大切なのではないかという意見が出
た。さらに，初任から３年目以降に少しずつ大学院での学びを生かしていけたら良い
のではという意見が出た。
次に，大学院のどんな学びが現場で活用できるのかという提案について話が進んで
いった。その中で，大学院で学んだことをすぐに生かせるということは難しいという
意見や，現場に出て今までの学びが生かせているかどうかを振り返ることができてい
なかったという意見が出てきた。そして，大学院ではすぐに実践できる方法論という
よりも自身の教育観や児童観といった「形として見えにくいもの」が培われたのでは
ないかという話になった。最後に、田村先生のご指摘から進展して，「省察力」を身
に付けて大学院を修了することが大事であり，「省察力」が身に付いていれば現場に
出た後に自分の実践を振り返りそのことを通して自身の教育力を高めていけるのでは
ないかという結論につながった。また，吉川先生からは，現場でアクセルを踏み続け
ている自分にブレーキをかけることを学ぶことが大学院の学びであるというお話も出
た。以上のようなやりとり以外にも，「大学院修了生としてこれからの人生設計（教
員，研究者，行政など）について」や，「大学院在学中にやっておけばよかったこと
は何か」，学校心理学の面から「教員としての深まりのステージアップをどう捉えて
いくのか」というテーマも出た。
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分科会Ⅱ
生きる力と自己の教育観
提案者：佐 生 秀 之（創価大学教職大学院第４期 八王子市立弐分方小学校）
記録者：若 林 悠 恵
分科会Ⅱでは，４期リーダーコース修了生の佐生秀之さんが「つけるべき学力の方
向性と特別活動との関連」というテーマで実践報告を行った。現在の教育課題から，
目指すべき教育や育てるべき力について言及し，特別活動の必要性へと迫った。さら
に中教審や学習指導要領，牧口常三郎全集などの視点から，望ましい集団活動や体験
活動を通して子どもたちが社会で生きて働く社会性を身につけること，社会の中で自
己を生かす力や人間性を育てることを目的とする特別活動の教育的意義を確認した。
提案者は，子どもたちがその意欲や能力を使用する方向を誤らないように，望ましい
社会観や幸福観を育成していくことを重要としている。そのために「社会における自
己をどう生かしていくか」という目的をもって，特別活動の実践を続けてきた。
今回の発表では，昨年の勤務校での取り組みを子どもの具体的な姿とともに紹介し
た。提案者，は子どもたち自身で学級会や係活動をするよう指導・支援の工夫をして
いる。その中で，子どもたちは活動を通して，自分たちで学級を創り上げる喜びを実
感し，さらに学年全体を考えて自ら行動するまでに成長したのである。その実践報告
は，提案者の生きる力や教育に対する考えが凝縮されていた。
次に司会者の加藤康紀教授が牧口常三郎の価値論を紹介し，ディスカッションへと
うつった。「生きる力と，その育成においてどのような実践をしているか」というテー
マのもと話し合いが行われた。「生きる力」を育成するために大事なこととどのよう
に指導・支援をしているか，子どもの良さをより良い方向へ伸ばす実践例や道徳教育
との関連とその課題などといった意見が出された。また提案者から「教師としての姿
勢」を学び，「佐生さんに負けないくらい子どもに愛情を注ぎたい」と感想を述べる
参加者も多くいた。
そのような話し合いが進む中で，「生きる力」を育むためには，まず教師自身が子
どもに対する愛情や信頼，内に秘めたエネルギーをもつことが重要であるということ
を確認し合い，会は終了した。
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分科会Ⅲ
学校の教育力を高め続けるためには
話題提供者：鳴 海 悦 子（創価大学教職大学院第６期 東京創価小学校）
記 録 者：有 本 弘 樹
「学校の教育力を高める活動のひとつとしての異学年・異年齢交流の充実」をテー
マに議論が行われた。話題提供者は，「子どもの社会性が育つ異学年の交流活動」（国
立教育政策研究所生徒指導研究センター）を引用しながら，地域や家庭が持っていた
教育力の低下により，社会性の基礎となるべきものが自然に身につくことが困難に
なってきた社会背景を指摘しつつ，異学年交流の充実に期待を寄せた。しかし，異学
年の交流活動と似た「縦割り」のような活動をしている場合でも，何をねらいとして
実施しているのか，そのねらいを実現するのにふさわしい実施形態になっているのか
等を見直してみることが必要であるという。そうでないと，ただやっているだけ，た
だやらせているだけの活動になり，児童の成長は期待できないし，異学年・異年齢交
流のねらいがあやふやになりやすいとのことである。
また，「縦割り道徳」や「４・５年生合同スキー学校」など教育効果の見られる「異
学年交流」実施校として私立玉川学園の紹介があり，効果的に「異学年・異年齢交
流」を行うために
１．教員間の連携の良さ
２．意図的・計画的な活動にするための事前指導・事後指導
３．マンネリ化しないための工夫
４．子どもたちが自主的に活動できる工夫
が必要であり，自分の成長を実感できる振り返りが大切であるとの主張があった。
これらを踏まえて，参加者それぞれから活発な討論が行われた。ただやらせている
だけという実感がある，形式的にはめ込んでいるだけで何もやらない子どもがいる，
形骸化しているという感触がある等，一同が学校組織として異学年・異年齢交流のね
らいに確かな認識がないことに共感した。子どもが異学年・異年齢交流の必要性を感
じていない場合，何が子どもをそのようにさせているのか，活動がマンネリ化・形式
化している状況とはどのような状態か，異学年・異年齢交流で行うのに効果的な活動
とは等，話題は多岐にわたった。解決の視点として，活動に徹底した一貫性を持たせ
ることが大切である，自由度を残し子どもの自己有用感を高めることが目的である，
目的の一つとしてシティズンシップ教育・市民科の可能性もありうるなど，それぞれ
の教職経験・子どもの頃の経験から価値ある提案がなされた。
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